
主な輸出先国 輸出実績

対象となる
地域

シンガポールでの
消費者向け試食販売会

アメリカでの商談会

台湾での商品提案 シンガポール向けの
契約ほ場

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

アピールポイント

輸出
品目

お問合せ先 秋田県農林水産部農業経済課販売戦略室 （TEL）018-860-1771 担当：佐藤・見上

フラッグシップ輸出産地の概要

★協議会の取組を通じ、市場情報や販路開拓のノウハウを輸出
に取り組む産地、事業者間で共有し、ニーズに対応している。

• 海外市場のニーズに対応できるカドミウム低吸収品種
「あきたこまちＲ」に主力品種を転換。

• アメリカ向けパックご飯輸出のため、FDA食品施設登録。
• 乾田直播栽培のほか、高密度播種苗と疎植栽培技術及び
多収品種を組み合わせた低コスト生産を推進。

• 産地・生産者の意識醸成の推進、米輸出に取り組む事業者
の販路拡大に向けた活動支援、生産者による連携事業体の
育成や、低コスト米生産技術の確立に取り組む産地。

秋田県内全市町村（令和７年度現在、山本郡藤里町、男鹿市、
南秋田郡五城目町・井川町、雄勝郡東成瀬村を除く。）

3,243t（2024年）香港、台湾、シンガポール等（2024年）

米秋田県農畜産物輸出促進協議会
                               「グローバルリーチAKITA」
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